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まちの話題Topics

　　　手製看板でごみの出し方ＰＲ

　　みんなできれいに

フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
・
の
い
ち
動
物
公
園
へ

あ
た
ら
し
い
仲
間
が
増
え
ま
し
た

香南市内で交通安全教室

交通ルールをお勉強

タケノコ掘りで竹林整備に一役

おいしいタケノコをゲット★

　夜須町西山（宮崎組・学校前）地区の皆さんが、４月１日（土）

ごみの出し方の手製看板を作り、みんなで管理するごみ集積

ステーションに設置しました。

　香南市がスタートし、ごみの出し方が変更になって、戸惑

ったり、困ったり、前年度のルールのまま出したりといった

混乱が、地区内にありました。また、地区のごみ集積ステーシ

ョンは、県道沿いの便利なところにあることから、これまで

地区外から、収集日でない日や夜間などに分別されてないご

みや粗大ごみなどが放置されていた状態でした。　

　そのため、地区のごみ集積ステーション周辺をきれいにし、

看板でみんなに呼びかけました。

　
香
南
市
内
の
小
学
校
な
ど

で
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　
四
月
二
十
七
日（
木
）に
は
、

吉
川
小
学
校
で
交
通
安
全
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
香
南

警
察
署
の
職
員
か
ら
話
を
聞

い
た
後
、
校
庭
に
描
い
た
道

路
で
安
全
な
歩
行
、
横
断
、
自

転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
教

わ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
真
剣
に

交
通
ル
ー
ル
を
学
び
、
交
通

安
全
に
つ
い
て
の
関
心
と
知

識
を
高
め
ま
し
た
。

女性の部

opics
大
蛇
藤
ま
つ
り

　大蛇藤は香我美町舞川に自生しているフジの木で樹齢約300

年。近くの淵に大蛇が住んでいたという言い伝えがあります。

根元の幹まわりは１メートルもあり、木に巻き付いた姿が大蛇

のようだと『大蛇藤』の名が付きました。             　

　例年５月上旬には、絡んだ樫や杉の木のてっぺんから薄紫の

カーテンのように花房を垂らし、あたりは甘い花の香りに包ま

れます。（左写真は5月8日撮影）

　
四
月
二
十
九
日
（
土
）
、
香

我
美
町
舞
川
で
大
蛇
藤
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
舞
川
に
住
む
十
四
人
は
、

ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
。
舞
川

藤
ま
つ
り
実
行
委
員
会(

小

松
光
廣
会
長)

の
主
催
で
、

こ
の
フ
ジ
を
守
り
み
ん
な
に

見
て
も
ら
お
う
と
二
十
四
年

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
小
松
さ
ん
が

舞
川
公
民
館
長
に
な
っ
た
昭

和
五
十
四
年
の
東
川
地
区
と

の
交
流
会
。
花
の
季
節
に
招

い
た
人
た
ち
が
「
舞
川
の
人

た
ち
だ
け
で
見
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
」
と
、
毎
年
集
ま
る

こ
と
に
。
年
々
集
う
顔
ぶ
れ

は
代
わ
り
、
今
年
は
合
併
で

仙
頭
市
長
や
市
議
ら
、
た
く

さ
ん
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
花
に
は
ま
だ
早
く
鑑
賞
会

　に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

葉
わ
さ
び
の
巻
き
ず
し
や
タ

ラ
の
芽
の
天
ぷ
ら
な
ど
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
珍
し
い
料

理
や
餅
投
げ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
「
毎
年
花
を
楽
し
み
に
、
遠

く
か
ら
来
て
く
れ
る
人
が
い

る
の
で
地
域
も
賑
わ
う
。
少

し
で
も
長
く
、
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
小
松

さ
ん
。
近
く
に
は
藤
棚
も
あ

り
、
ひ
ょ
う
た
ん
桜
や
オ
オ

デ
マ
リ
の
花
が
、
地
域
に
彩

り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

無人島長平まつり第９回

　
香
我
美
町
岸
本
出
身
の
船
乗
り

野
村
長
平
（
一
七
六
二
～
一
八
二

一
）
に
ち
な
ん
だ
「
無
人
島
長
平

ま
つ
り
」
が
、
五
月
十
四
日
（
日
）
、

岸
本
海
岸
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
長
平
が
十
三
年
の
無
人
島
生
活

か
ら
無
事
生
還
し
て
二
百
年
目
を

記
念
し
、
平
成
十
年
か
ら
始
め
ら

れ
た
こ
の
お
祭
り
は
、
今
年
で
九

回
目
。
砂
浜
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
地

引
き
網
な
ど
に
続
き
、
メ
イ
ン
種

目
の
手
作
り
い
か
だ
レ
ー
ス
に
た

く
さ
ん
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
波
が
高
く
砂
浜
に
押

し
戻
さ
れ
た
り
、
い
か
だ
ご
と
ひ

っ
く
り
返
っ
た
り
で
な
か
な
か
沖

に
進
め
ず
悪
戦
苦
闘
。
リ
タ
イ
ア

が
続
出
の
大
波
乱
に
浜
辺
か
ら
の

声
援
も
大
き
く
、
ゴ
ー
ル
し
た
チ

ー
ム
に
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
お

く
ら
れ
ま
し
た
。【親子の部】

【一般の部】

１位
２位
３位
４位
５位
６位
●

海人　　
山北子ども会
香南警察署
ろうきんマッキーズ
東川山猿
香南市職労組合
西川消防団

銀河鉄道№１
いかだ１号
山北こども会
岸本月見山クラブ女子
岸本月見山ミックス１号

１位
●
●
●
●

●＝リタイア

【女性の部】

１位
２位
●

香南市職労組合
交通安全母の会
山北子ども会

いかだレース

結果

▲みんなで投げ餅の準備

 

　南米の太平洋側に住むフンボルトペンギンが８羽、

４月29日（土）に県立のいち動物公園に仲間入りしま

した。北海道の広尾海洋水族科学館の閉館により引き

取ったフンボルトペンギンは、絶滅が危惧されるレッ

ドリストの危急種に指定されています。お腹に黒い帯

が１本あるのが特徴で、かわいいヨチヨチ歩きで来園

者に愛きょうたっぷりの姿を披露していました。

　
四
月
二
十
三
日
（
日
）『
三
宝
山
で
タ
ケ
ノ
コ

を
掘
ろ
う
！
』
と
親
子
連
れ
約
六
十
人
が
集

ま
り
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
　

　
旧
野
市
町
で
は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
協
力
を
求
め
、
荒
れ
放
題
だ
っ
た
三
宝
山

の
登
山
道
を
整
備
。
竹
の
伐
採
な
ど
を
し
て

き
た
中
で
「
せ
っ
か
く
な
ら
、
み
ん
な
で
楽
し

く
で
き
る
こ
と
を
」
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
と
い
う
参
加
者
も
多
く
、
ク
ワ
を
片

手
に
登
山
道
を
二
十
分
ほ
ど
登
り
、
中
腹
の
広

場
か
ら
近
く
の
竹
林
へ
。
子
ど
も
た
ち
は
、

地
面
に
頭
を
出
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
次
々
に
見

つ
け
て
は
大
喜
び
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
の
場

で
皮
を
む
き
、
た
き
火
で
焼
く
と
旬
の
香
り

が
ふ
わ
～
り
。
ア
ツ
ア
ツ
の
タ
ケ
ノ
コ
に
「
お

い
し
い
！
ま
だ
次
の
焼
け
ん
が
？
」
と
催
促
の

声
が
続
出
。

　
お
墨
付
き
の
『
お
い
し
い
タ
ケ
ノ
コ
』
だ

け
に
採
り
す
ぎ
て
、
山
か
ら
降
ろ
す
の
に
苦

心
す
る
親
子
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。


